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九
月
三
〇
日
、
一
八
時
か
ら
中
小
企
業

セ
ン
タ
ー
で
、
尼
崎
安
全
セ
ン
タ
ー
第
二

六
回
総
会
を
行
い
、
五
〇
名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。 

二
〇
一
四
年
度
の
活
動
報
告 

 

二
〇
一
四
年
度
に
主
催
（
共
催
）
し
た

安
全
と
衛
生
の
講
演
会
は
「
増
え
つ
づ
け

る
メ
ン
タ
ル
不
調
を
改
善
す
る
」（
二
〇
一

四
年
九
月
）、「
労
働
組
合
だ
か
ら
で
き
る

事
」（
二
〇
一
四
年
一
二
月
）、「
脱
原
発
へ

の
確
か
な
道
」（
二
〇
一
五
年
三
月
）、「
ク

ボ
タ
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
一
〇
年 

ア
ス
ベ
ス

ト
被
害
の
救
済
と
根
絶
を
め
ざ
す
尼
崎
集

会
」
（
二
〇
一
五
年
六
月
）
で
し
た
。 

 

二
〇
一
四
年
度
の
精
神
障
害
の
労
災
補

償
状
況
は
過
去
最
高
を
更
新
し
ま
し
た
。

労
働
者
派
遣
法
の
「
改
正
」
で
労
働
者
が

安
全
に
安
心
し
て
働
く
権
利
が
ま
た
侵
害

さ
れ
ま
し
た
。
福
島
で
は
四
年
半
が
過
ぎ

た
今
で
も
原
発
の
収
束
の
目
途
が
立
た
ず

被
曝
労
働
者
が
増
加
し
、
そ
の
よ
う
な
中 

                         

で
原
発
自
体
や
被
曝
労
働
者
の
安
全
性
の

議
論
も
尽
く
さ
れ
な
い
内
に
川
内
原
発
が

再
稼
働
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
二

〇
一
五
年
の
ク
ボ
タ
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
一
〇

年
が
経
ち
ま
す
が
、
未
だ
に
ア
ス
ベ
ス
ト

被
害
者
か
ら
の
相
談
は
途
絶
え
ま
せ
ん
。

社
会
的
に
も
安
全
セ
ン
タ
ー
加
入
労
組
の

間
で
も
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
テ
ー

マ
を
考
え
、
取
り
組
み
ま
し
た
。 

 

講
演
会
を
行
わ
な
い
月
に
は
安
全
と
衛 

             

生
の
交
流
会
、「
各
職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
状
況
・
対
策
」（
二
〇
一
四
年
一
〇
月
）、 

「
有
休
使
用
の
状
況
と
工
夫
」（
二
〇
一
四

年
一
一
月
）、「
安
全
衛
生
ク
イ
ズ
で
ス
タ 

                  

ー
ト
」（
二
〇
一
五
年
一
月
）、「
無
茶
な
出

張
を
引
き
受
け
て
い
ま
せ
ん
か
？
」（
二
〇

一
五
年
二
月
）、「
安
全
衛
生
委
員
会
の
取

組
み
」（
二
〇
一
五
年
四
月
）、「
各
職
場
の

災
害
事
例
・
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
・
Ｋ
Ｙ
報
告

と
対
応
・
対
策
」（
二
〇
一
五
年
五
月
）、

「
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
取
り
組
み
方
」（
二

〇
一
五
年
七
月
）
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

各
交
流
会
で
の
テ
ー
マ
を
加
入
労
組
の

安
全
担
当
者
等
と
相
談
し
て
決
め
て
交
流

会
を
開
催
し
、
各
労
組
・
職
場
の
取
組
み

を
発
表
し
合
い
、
お
互
い
の
良
い
所
を
自

分
の
職
場
に
持
ち
帰
り
よ
り
安
全
で
安
心

し
て
働
け
る
職
場
づ
く
り
を
目
指
し
て
取

り
組
み
ま
し
た
。 

二
〇
一
五
年
度
の
活
動
方
針 

                  

 

年
四
回
の
安
全
と
衛
生
の
講
演
会
、
そ

れ
以
外
の
月
で
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。 

講
演
会
の
テ
ー
マ
と
し
て
は
今
年
の
一
二

月
か
ら
五
〇
人
以
上
の
職
場
で
義
務
化
さ

れ
る
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
に
つ
い
て
、

職
場
に
設
置
さ
れ
て
い
る
救
急
箱
の
中
身

や
消
毒
の
仕
方
に
関
す
る
最
新
の
情
報
、

親
の
介
護
で
仕
事
を
辞
め
る
と
い
う
人
が

い
る
こ
と
が
社
会
問
題
化
し
て
い
る
中
で

介
護
休
暇
等
に
つ
い
て
考
え
る
、
ク
ボ
タ

シ
ョ
ッ
ク
か
ら
一
一
年
目
な
ど
を
テ
ー
マ

と
す
る
予
定
で
す
。
交
流
会
は
安
全
衛
生

委
員
会
の
取
組
み
、
事
故
・
災
害
報
告
、

安
全
教
育
の
取
組
み
、
リ
ハ
ビ
リ
勤
務
・

復
職
の
制
度
、
職
場
健
診
・
ス
ト
レ
ス
チ

ェ
ッ
ク
。
非
正
規
・
外
国
人
労
働
者
等
を

テ
ー
マ
と
し
ま
す
。 
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困った労働者に寄り添う安全センターを 

末吉 幸雄（日板共闘労組） 

私は尼崎で生まれ、１９６８年に市内久々知にあった日本板硝子の

事業所に就職しました。この前年に、合化労連積水化学労働組合が会

社の攻撃を受けて分裂し、労組の闘いを支援していましたが、事業所

は伊丹市に移転しました。仕事は研究開発用のガラスを溶解する現場

作業で、アスベストも多く扱っていました。 

総評は三池炭鉱の炭塵爆発以降、全国各地に安全センターを作りま

したが、尼崎安全センターはその流れの運動の関わりで、今も残って

いる数少ない拠点です。 

私たち労働者にとって過酷な日々が続いています。非正規労働者も

大変ですが、本工労働者も病気やリストラでいつ困窮するか分からな

い時代となっています。 

安全センターの運動を通じて、困った労働者や被災者に寄り添う輪

を広げていきたいと考えています。新議長として、労働組合運動の

再生を目指してがんばります。 

 

第
二
六
回
総
会
成
功 

 

特
別
講
演
「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
に
ど
う
対
応
す
る
か
」 

安
全
に
働
く
労
働
者
の
当
た
り
前
の
権
利
を 

守
り
抜
こ
う
！ 

団
結
し
て
頑
張
ろ
う
！ 

議  長      末 吉 幸 雄 

（日本板硝子共闘） 

副議長       

 

事務局長    飯 田  浩 

（専任） 

事務局次長  塩 見  有 生 

（阪神医療生協） 

会  計      柏 原  啓 二 

（阪神医療生協） 

運営委員    吉 田  誠 

（全国一般冨士レジン工業） 

〃       岡 田 光 次 

（尼崎市職労） 

〃       山 本 喜 令 

（全国一般 阪急阪神ビルマネジメント） 

運営委員   前 田 成 一 

（ＪＡＭ東洋精機） 

〃       原   達 也 

（日興商会） 

〃       山 下    弦 

（ＪＡＭ木村化工機） 

〃      箕 浦 雅 之 

（JAMヤンマー労組） 

〃      中 野 吉 人 

（JAM東亜バルブ） 

会計監査  武 澤  泰 

（アスベスト患者と家族の会） 

〃     嶋 内  良 則 

（社会保険労務士） 

顧  問   奥 野  頊 

〃     谷 村  梓 

２０１５年度 新議長あいさつ 

多くの参加者と活動報告・方針を確認しました 



 

ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
で
は
、
ク
ボ
タ
の
ア

ス
ベ
ス
ト
救
済
金
支
払
い
の
窓
口
と
し
て 

被
災
者
の
掘
り
起
こ
し
を
進
め
ま
す
。
労

災
被
災
者
の
労
災
申
請
、
企
業
上
積
み
補

償
等
の
相
談
に
も
乗
り
、
裁
判
の
支
援
も

行
い
ま
す
。 

機
関
誌
の
発
行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更

新
で
労
災
・
職
業
病
や
ア
ス
ベ
ス
ト
疾
病

に
悩
ん
で
い
る
方
々
と
の
繋
が
り
を
め
ざ

し
ま
す
。（「
尼
崎
安
全
セ
ン
タ
ー
」
で
検

索
し
て
く
だ
さ
い
） 

松
原
議
長
、
長
年 

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た 

 

尼
崎
安
全
セ
ン
タ
ー
の
議
長
と
し
て
一

六
年
に
渡
っ
て
活
躍
を
続
け
て
来
ら
れ
た

尼
崎
市
職
労
の
松
原
保
さ
ん
が
こ
の
総
会 

                  

を
も
っ
て
退
任
（
以
降
は
顧
問
に
就
任
）

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
長
い
間

本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
新
議
長
と

し
て
は
日
本
板
硝
子
共
闘
労
組
の
末
吉
幸

雄
さ
ん
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。 

        
議
長
退
任
に
あ
た
っ
て
、
各
労
働
組
合

の
皆
さ
ん
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
折
に
ご
協

力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

さ
て
、
こ
の
間
、
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い 

出
が
あ
り
ま 

す
。
少
し
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
そ
れ

は
、
尼
崎
市
の

有
馬
の
保
養
所

で
の
一
泊
合
宿

で
す
。
学
習
研

修
内
容
は
と
も

か
く
、
夕
食
で

酒
を
く
み
交
わ

し
、
尼
崎
と
い

う
地
域
で
働
く

も
の
が
横
断
的

に
交
流
で
き
た

こ
と
が
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
。
一

企
業
内
に
限
ら 

れ
る
こ
と
な
く
、
考
え
方
、
も
の
の
見
方

も
違
え
ば
仕
事
内
容
も
違
う
も
の
が
、
お

互
い
に
企
業
で
の
働
く
姿
勢
、
問
題
点
な

ど
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
先

人
を
追
う
ご
と
く
、
次
々
と
安
全
衛
生
活

動
の
参
考
に
で
き
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
各
労
組
員
の
活
躍
を
願
う

と
こ
ろ
で
す
。
小
生
も
顧
問
の
立
場
で
、

必
ず
協
力
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

 

総
会
後
、
連
合
大

阪
労
働
安
全
セ
ン
タ

ー
参
与
の
西
野
方
庸

さ
ん
に
「
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
制
度
に
ど

う
対
応
す
る
か
」
を

テ
ー
マ
に
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

今
年
の
一
二
月 

か
ら
五
〇
人
以
上
の

事
業
所
で
ス
ト
レ
ス

チ
ッ
ク
制
度
（
五 

〇
人
未
満
の
事
業
所
で
は
努
力
義
務
）
が

義
務
化
さ
れ
ま
す
。
そ
の
制
度
の
目
的
は

「
一
次
予
防
＝
労
働
者
自
身
の
ス
ト
レ
ス

へ
の
気
付
き
及
び
対
処
の
支
援
並
び
に
職

場
環
境
の
改
善
を
通
じ
て
、
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
不
調
と
な
る
こ
と
を
防
止
す
る
」
で

す
。
検
査
の
結
果
を
本
人
の
同
意
な
く
事

業
者
に
提
供
す
る
こ
と
の
禁
止
、
医
師
に

よ
る
面
談
を
希
望
し
た
労
働
者
へ
の
不
利

益
な
取
り
扱
い
の
禁
止
な
ど
労
働
者
に
と

っ
て
一
定
の
権
利
が
保
障
さ
れ
た
制
度
と

な
っ
て
い
る
と
講
師
は
言
い
ま
す
。
た
だ

し
事
業
所
に
お
け
る
（
安
全
）
衛
生
委
員

会
で
制
度
の
目
的
に
係
る
周
知
方
法
や
制 

           

度
の
実
施
体
制
、
受
検
の
有
無
の
情
報
の

取
扱
い
、
労
働
者
に
対
す
る
不
利
益
な
取

扱
い
の
防
止
な
ど
一
一
項
目
に
つ
い
て
調

査
審
議
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
大

き
な
役
割
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

                

労
働
組
合
と
し
て 

し
っ
か
り
関
与
し
て
下
さ
い 

 

こ
の
制
度
で
す
が
、
講
師
は
「
や
っ
た

こ
と
が
な
い
こ
と
で
、
効
果
が
あ
る
の
か

ど
う
か
も
わ
か
ら
な
い
、
手
探
り
で
始
ま

る
」
と
言
い
ま
す
。
た
だ
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
不
調
対
策
の
チ
ー
ム
が
発
足
し
て
か
ら

数
年
、
何
ら
か
の
手
を
打
て
た
形
跡
も
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制

度
を
労
働
組
合
と
し
て
し
っ
か
り
関
与
し

て
職
場
環
境
の
改
善
に
役
立
て
よ
う
と
ま

ず
努
力
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

尼
崎
安
全
セ
ン
タ
ー
で
は
一
〇
月
の
定

例
交
流
会
で
制
度
に
対
す
る
取
組
み
の
現

段
階
に
つ
い
て
交
流
を
行
い
ま
す
。
制
度

開
始
後
も
問
題
点
な
ど
を
探
り
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
下
さ
い
。 

（２）                                                 2015年 10月 20日                      E-mail: a4p8bv@bma.biglobe.ne.jp 

生かすも殺すも労組次第 

竹島 栄一（西宮市） 

今日、精神疾患などによる働き盛りの労働者の自殺数、

労災申請・認定件数の増加が問題になってきており、何

らかの対策が迫られるなかで、民主党政権時代からスト

レスチェック制度の導入が試みられてきたという経過の

説明がまずあった。 

西野講師は、今回のストレスチェック制度は、「病気の

発見」が目的ではなく、「労働者自身によるストレスの気

づき」とその対処への支援、職場環境の改善が目的であ

ること。また、ひとたびメンタル不調となった労働者が

職場復帰を果たすことが難しい現実があるため、この制

度を労使が生かして、復帰を支援していけるかが課題で

あることを強調された。 

結局、この制度を生かすも殺すも、職場における労働

組合・労働者の取り組みにかかっている。 

 
ＪＡＭ  東亜バルブ 

 
  〃   東洋精機 
 

〃   木村化工機 
 

〃   ヤンマー尼崎 
 

〃   日本スピンドル 
 
 
全国一般 冨士レジン工業 

 
〃   阪急阪神ビルマネジメント 

 
 
 日本板硝子共闘 
 
 
自治労  尼崎市職労 

 
〃   尼崎市交通 

 
〃   尼崎市水道 

 
 
日興商会 

 
武庫川ユニオン 

 
阪神医療生協 

 
阪神労災被災者交流会 

 
ひまわり医療生協 

 
ひまわりの会労災被災者交流会 

 
 
 
 
                 
 
賛助会員 連合尼崎 

 
      尼崎地区労 
 
      全国一般阪神地協 
 
      全港湾大阪支部 
 
      自治労阪神淡路共闘会議 
 
      連帯労組関西生コン支部 

忘
れ
ら
れ
ぬ 

一
泊
交
流
会 

松
原 

保 

ストレスチェック制度 

労働組合の存在を示す時 

講師の西野方庸さん 


